
令和 7年 2月 12日 

道の駅南魚沼再整備における市長懇談会 

 

１ 概要 

市と道の駅南魚沼への誘客促進、道の駅機能の拡張や設備機器の老朽化に伴う

改修などを目的に「道の駅南魚沼」再整備事業基本構想を令和５年度に策定し、令和

11年度のグランドオープンに向けて事業を進めています。事業の進捗説明も含め、市

長との懇談会を開催しました。 

懇談会の中で参加者の皆さまからいただきました、質疑をまとめました。 

 

２ 開催 

場所 南魚沼市役所本庁舎 大会議室 

日時 令和 7年 1月 30日（木曜日）午後 7時 00分 

参加人数 28人 

 

３ 会場での質疑 

（１）指定管理者（運営事業者）の選定について 

ア 選定後には、市民（生産者）からのヒアリングの場を設けてほしい。 

【市長】 

指定管理者には市民の意思が十分に反映できることを目指している。 

【産業振興部長】 

商品販売について、誰でも参加できるような開かれた場所になるよう十分に

配慮しながら進めていく。 

 

イ 選定時期は、いつ頃を想定しているか。 

【産業振興部長】 

指定管理者の選定は令和 7 年度中にプロポーザル形式で実施予定。現在、

サウンディング型市場調査を行っており、仕様書の作成を行っている。 

 

ウ 道の駅駅長の選定は、指定管理者とは別に公募するのか。 

【産業振興部長】 

駅長には熱意が必要なため、指定管理者と相談の上、公募も検討したい。 

【市長】 

駅長には才覚、リーダー性、先進性が求められている。そういった人が良い

施設をつくっていくと考えている。 

 



エ 選定の条件は市内及び市外事業者を分け隔てなく公募するのか。 

【産業振興部長】 

現段階では、分けることは考えていない。募集要領に合致しているかが重要。

ただし、市内の事業者にも運営に関与していってほしいので、そこは配慮した

い。 

 

オ 指定管理者を選定して、指定管理のノウハウを設計に反映するのが 1番では

ない。市民の声とマッチする指定管理者を選ぶことが大事。市民ニーズと指定

管理者の専門性をどのように合致させて選定していくのか。 

【産業振興部長】 

施設は公共の用に呈するのが原則。また、地元の人によく使われていくこと

がヒットする必要条件でもある。市民ニーズを入れることがまず１つだが、行政

が先行して作ると悪い事例である箱物先行になってしまう。 

市民ニーズは大前提として、多額の指定管理料や維持費がかかっているの

で費用対効果を上げたり運営費を下げたりする部分などを民間の運営ノウハ

ウやアイディアを取り入れて設計に活かして行きたい。 

【市長】 

道の駅は公共施設の面もあるが、それだけではない。稼ぎ出していきなが

ら再投資できることが大事。ただ、全部のもの（機能）を道の駅に入れ込む必

要はないと思っている。今後は、群馬県にある道の駅川場田園プラザまで発

展できるようなものを作って行きたい。 

 

（２）道の駅へ整備を行ってほしい施設や機能について 

ア 三重県にある日本最大の商業リゾート施設を超えるようなものを作ってほし

い。 

【市長】 

参考にさせていただきます。 

 

イ 地元も大事だが、外から来た人も大事である。観光協会のアンケートではリ

ピーターも多い。アンケート結果の中には、ドライブが良いという声もある。地

元客も重要だが、１年の３/４はグリーンシーズンのため、１年を通して外から来

客があるようなところを作ってほしい。 

【市長】 

過去には道の駅の裏手で釣りイベントなどをおこなっていた。いろんな展開

ができると思うが、まずは丘からやがて河辺へ。 

 



ウ 登山に関する情報（登山口への経路や登山道の状況など）が集まるような施

設があってもいいのではないか。 

【市長】 

自家用車を道の駅に置いて、山に行けるような作りになるといいかもしれな

い。道の駅に行くといろんな情報がわかって、それをもとに魚沼市に行ったり、

温泉に行ったりと繋がるといい。 

 

エ 妙高高原ビジターセンターのような経済的な施設だけでなく文化的な側面

を持った施設になっても良いと思う。 

【市長】 

 参考にさせていただきます。 

 

（３）設計や工事の方法について 

ア 既存の施設は壊すのか、それとも増築や新築を行うのか。また、嵩上げは考

えているか？ 

【産業振興部長】 

県産材の補助金を活用していることから取り壊した場合は補助金の返還が

生じる。既存施設は利用できるものは再利用したい。増築、新築を考えてい

る。レイアウトが悪い場合、移築も検討している。整備を必要とする機能面積

の目安は基本構想に記載されているので、確認してみてほしい。嵩上げも必

要に応じて検討していきたい。 

 

イ いつ頃から指定管理者の意見は設計に反映されていくのか。意見を聞いて

いくと予算がどんどん増えていくと思う。また、道の駅に加えて川の駅や温泉

も考えてほしい。 

【産業振興部長】 

基本設計の工期が基本構想のスケジュールよりも伸びている。指定管理

者の選定は、設計期間に間に合うように行いたい。温泉については、基本構

想の中で検討の土台に乗っているので、引き続き検討したい。 

【市長】 

川の駅という制度はないので、親水事業として今後、考えていきたい。 

 

４ 今後について 

 現在、道の駅南魚沼における基本設計業務委託を行っており、並行して指定管理

者（運営事業者）の選定についても準備を進めています。今回の懇談会でいただいた、

質疑や意見を参考にして、より良い道の駅となるように検討を進めていきます。 


